
第１３期第２回宗谷地区海面利用協議会議事録  

 

１ 開催日時  令和８年１月２１日（水） １４時００分～１５時３０分  

 

２ 開催場所  稚内市末広４丁目２番２７号  

宗谷総合振興局２階２号会議室  

 

３ 出 席 者 

委員     本間 靖敏（漁業者代表） 

鎌田 和正（漁業者代表） 

遠藤 登喜男（遊漁者代表）  

佐々木 啓二（遊漁者代表）  

山本 賢一（海洋性レクリエーション代表）  

畠山 清二（海洋性レクリエーション代表） 

黒川 勇人（公益代表） 

 

      北海道宗谷総合振興局産業振興部水産課  

水 産 課 長  稲葉 秀雄  

漁業管理係長  辻  宏幸  

技    師  蝦名 朱里 

 

４ 議  題  

１．宗谷管内における海面利用の状況について  

２．その他 

   （１）太平洋くろまぐろの資源管理について 

   （２）海難事故防止について 
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定刻となりましたので、ただいまより 第１３期 第２回宗谷地区海面利用協議会

を開催します。開会にあたりまして、宗谷総合振興局水産課長の稲葉より一言ご挨

拶申し上げます。 

 

挨拶（※省略） 

  

それでは本日出席していただいている委員の方々を紹介させていただきます。     

 

～（出席委員の紹介、事務局職員の紹介、資料の確認）～ ※省略 

 

では、本協議会の議事進行にあたって、座長の選出を行います。宗谷地区海面利用

協議会規約第４に基づき、宗谷総合振興局長が座長を指名する、と規定されてお

り、事前に座長として、稲葉水産課長が指名されておりますので、稲葉課長が座長

を務めさせていただきます。 

  

本日の協議会の座長を務めさせていただきます、稲葉です。改めましてよろしくお

願いします。早速ですが、まず、議題１「宗谷管内における海面利用の状況につい

て」です。内容について、事務局より説明願います。 

  

（資料により説明） 

 

今、事務局より説明がありましたけれども、宗谷管内では遊漁のトラブル等で、振

興局へ相談があるのが春先のヤリイカ釣り、その後はサケ釣りです。今年、枝幸町

において、地域住民のための取組として、立ち入り規制等が強化されたと聞いてお

ります。黒川委員、取組の効果ですとかどんな状況だったかをご発言いただければ

と思います。 

 

枝幸町の取組ですが、近年対策強化をしていますが、取組自体は 20 年ほど前から

始まっており、今、形になってきているというところです。 

近年の取組でいうと、漁港、港湾、海岸、河川といったところの対策なんですけれ

ども、私有地の立ち入り、昼夜を問わず無断に入る、という問題がありまして、地

域住民から釣り人対策の要望があります。 

私有地については行政の方ではなかなか介入しづらい面があるんですけれども、

私有地の所有者に立ち入り制限していただくというか、町としては私有地立ち入

り禁止といった手作りの看板をお渡しして、各自対応してもらうといった取組を

しており、ここ２、３年はそういった取組の中で大分トラブルが徐々に減ってきて

いるところです。昨年はサケが不漁で、遊漁の方もあまり釣れてないこともあり、

例年よりも釣り人が少ない中でも、地道な取組が段々トラブル解消につながって

いるのかな、と考えております。 
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ありがとうございます。1 点お聞きしたかったのが、地域住民を守るための取組を

行った結果、ルール・マナーが悪いといった地域住民からの苦情は減ったと思いま

すが、一方、遊漁者側から少し厳しくないか？といった意見は受けたことあります

か。 

 

取組はどちらかと言うと、住民寄りの取組ですが、やはり釣りをされる側から釣り

シーズンになると、「やりすぎではないか」「何の権限があってやっているのか」

といった電話は来ます。 

電話対応に 1 時間ほど時間を要することもあり、業務を中断し対応しなければな

らないこともありますが、丁寧に「こういったことのために、こういう取組をして

いる」と説明し、理解をしていただけるように対応しております。 

 

ありがとうございます。サケ釣りに関わらず、遊漁と漁業の共存といったところ

で、皆様から順番にご意見いただければと思います。畠山委員、どうでしょうか。

釣具店を利用される方から不満を聞いたりとか。 

 

私自身、20 年ほど前は、毎年、枝幸に通ってサケ釣りをしていました。 

枝幸町の取組を厳しいという人の気持ちも分かりますが、マナーが目に余る人は

多く、枝幸町の現状は理解しており、取組についても理解しています。 

 

ありがとうございます。枝幸界隈で今までサケ釣りをしていた方々は、頓別や猿払

村、稚内周辺で釣りをするような流れになっているんでしょうか。 

 

そうだと思います。枝幸で規制が厳しくなり、釣り場が減ってきていますが、今の

ところ、枝幸以外は自由に釣りができる状態なので。 

 

次に、山本委員、いかがでしょうか。 

 

私は基本的には漁業者ですが、遊漁船組合の組合長をやっています。 

悪い人達を排除するというよりは、たとえば網走地区のようなライセンス制のよ

うな、釣りに来た人達がどこの誰か分かるような形作りが必要だと思います。これ

だけサケが減っている中で、漁業者もふ化事業にお金を払っています。 

ある程度金額は分からないけれども、遊漁者についても、相応の負担、ちゃんとお

金を払ってもらって許可を出すことで、どこの誰が釣りをしているか分かるよ

うな形をつくらないといけないと思います。  

うちの遊漁船組合でいえば、漁港使用料の他に１日１千円協力金をもらい、

トイレ掃除やゴミ投げをし、船の故障等があれば連絡をもらうような体制

作りをしています。私自身、救出に行った経験が 4 回ほどあります。どこの

誰か分かっているのでそのような対応もとれます。  

また、遊漁船組合は船が入ってくる時間が分かるので、ボートの人達に、「あ

と 30 分でホタテ船が帰ってくるからその時間は港の前から避けてくださ

い」と指導しています。だから事故も起きません。  
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そういう形を今まで作っていないことで問題が起きている面があると思い

ますので、役場や振興局、組合とで連携をとりながら、体制作りをしていな

かないとだめだと思います。  

 

ありがとうございます。佐々木委員、実際に遊漁される側から感じることは

ありますか。  

 

私は北見幌別で釣りをしています。  

昔は北見幌別でも、海との境界から川の方に入って、釣ったり引っかけたり

する人がたくさんいましたが、今は、境界を越えている人はまずいない。マ

ナーを守っている釣り人も数多くいます。  

マナーが悪い人は確かにいますが、一緒くたに考えられるのは釣り人から

しても迷惑です。釣り人が訪れていることでの経済効果はあると思います

し、釣り人側からの意見を言わせてもらうと、個人的には枝幸町の対策は厳

しく感じます。  

 

ありがとうございます。枝幸町としても地域に住まわれている方達の治安

を守るといった前提があってそういった対策をされたものだと思いますけ

れども、この先、遊漁者と地域住民との相互理解というか、お互いここまで

だったら大丈夫というような形づくりができていければいいのかな、とい

う風には感じました。続いて、管内の遊漁に対して遠藤委員どうでしょう

か。  

 

私はサケ釣りをしませんので、今聞いたような緊迫した状況を聞いただけ

で、体験はないのですが、こういった意見が出るのはいいな、と思いますし、

まったく分からないけども、有料にすることも大事なことだなと感じます。 

利尻島でも、飛行機で釣り人が一気に入ってきて今のような問題の相談を

受けたことがあります。悩みは恐らく同じだと思います。  

他にどういういいアイデアがあるか分からないけども、簡単な言葉でマナ

ーというけれどもマナーほど難しいものはないのかな、と感じます。  

今、勉強している最中ですので、参考にさせていただきます。  

 

ありがとうございます。鎌田委員、漁業者代表として稚内市内の最近の状況

はどうでしょうか。  

 

自分の地元は抜海で、その中の話でいえば、こういういろんな取組があって

からなのか、年々釣り人のマナーが良くなっているし、今は揉めることはな

いです。抜海の場合は、船で釣りするというより、岸壁から釣りをしていま

す。今でも問題があるのはやっぱり食べた物のゴミの始末、ゴミ箱の設置が

ないので、ゴミの問題と、あとトイレの問題があって、町内でトイレを管理

しているけれど、トイレの使い方はまだまだマナーが悪いです。  

去年は特別サケが釣れないし、釣り人がすごく少なかったので、ほぼほぼ問
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題は起きなかったんですが、こういうところで話をして、より良くなってく

れればいいなとは思います。  

 

 

ありがとうございます。本間委員、宗谷漁協管内で、遊漁のトラブルだとか、

漁業との調整だとかのお話はありますでしょうか。  

 

宗谷はですね、遊漁船業はほとんど漁師がやっていますので、  

遊漁船業は問題はありません。  

やっぱり問題なのはマリンプレジャーボート。特にボートはどこから出る

か分からないですし、安全管理は必要だと感じます。  

法整備やルール化をしていただきたい、ゴムボートの管理というのは非常

に重要な課題だと感じています。  

鎌田さんがおっしゃっていましたけれど、うちは東浦から富磯まで各港、ト

イレ整備していますけれども、結局トイレの使い方が悪くて、汚したり、壊

したということがある。昔は洗面所でサケを捌いたり、とんでもなくマナー

が悪い人がいたということで、トイレの使い方をマナー良くしてもらうと

いう啓発はもっともっとしなきゃいけないです。  

また各港に「ゴミは持ち帰ってください」、「密漁はしないでください」と

か看板を立てていますけれども、どこまで効果があるか分からないです。  

夏場にパトロールでチラシを配って 1 人 1 人と話をしながら、海保と振興

局と漁協とで啓発活動をやっていますが、去年一番困ったのがイカ釣りの

問題です。我々も夜にパトロールをするんですけれど、漁船に乗っかって釣

りをするとか、船を渡り歩いて釣りをするとか。また、イカを釣った時に墨

が出るので、翌朝に来てみたら墨で汚れていたとか。非常に迷惑がかかって

いるというのがあります。後は、集魚灯を海の中に入れて、イカを釣ってい

る人がいて、悪質な人はいるので、見つけ次第、いろいろ注意はしますけど。 

繰り返しにはなるけど、遊漁者の皆さんに理解してもらってルールを守っ

てもらうことが大切と感じます。  

そういう意味では、資料にもありましたが、業界紙にこうやって載せてもら

ってますけれども、あくまでサケ釣りがメインになっているので、もう少し

注意の方も大きくしてもらいたいな、と思います。  

 

漁師でも秋鮭がとれない、稚魚がとれないと言っている中で、漁のない時

は、漁業者は、たとえば毛ガニがいない、サケが来ないとなれば 1 年間休漁

にしましょうとか色々な取組をやっています。遊漁も、確かにスポーツかも

しれないけど、1 年間でも 3 年間でもサケ釣りをやめましょうという検討が

あってもいいと思います。  

 

それは私も言おうと思ったんですが、親魚確保について、宗谷管内の計画は

何とか達成していますが、全道では達成できておらず、４年後のサケの水揚

げが非常に危惧されています。  
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また昨年は全道でわずか１万２千トンの水揚げです。  

そのような危機的状況の中で、稚魚の放流等、資源が戻ってくるような工夫

の他、漁業者としては精一杯できることをやろうと、たとえば親魚確保のた

めに、遡上してきた時に日数を決めて一時期網上げをしています。  

せっかく網を揚げて、その先で釣られたら意味がないので、その間、サケ釣

りも自粛する等の対策は必要かと思います。  

 

ありがとうございます。皆さんから貴重なご意見をいただきました。  

今後の参考にさせていただきます。  

続いて、議題２  その他（１）の「太平洋くろまぐろ資源管理について」で

す。事務局からお願いします。  

 

（資料により説明）  

 

このくろまぐろの遊漁の届出制が令和８年度から新しくなるということな

んですけれども、皆さん何かご意見ありますでしょうか。  

 

私は定置部会長もやっていますが、近年、漁業へのくろまぐろの割当は非常

に少ない。近年くろまぐろは増えてきており、今はどこの定置にも入網する

状況になっている中、遊漁に割当があり、漁業では獲れる状況にないのは厳

しく感じます。  

 

宗谷も小型のくろまぐろの入網があり、その都度逃がしているので、作業は

大変です。まぐろが届出制になって管理を厳しくするのはよく分かります

が、くろまぐろばかりが増え、生態系のバランスが崩れることを懸念してい

ます。  

 

ありがとうございます。続いての議題に入りたいと思います。  

その他（２）の「海難事故防止について」事務局よりお願いします。  

 

（資料により説明）  

 

説明ありましたけれども、何か皆さんからご意見ありますでしょうか。  

 

安全設備の義務化については、事故があったからといって遊漁船の設備に

ついても厳しくする方向になっていますが、事故が起きる前にお客さんを

大人数乗せるような船について、設備を厳しくするべきだったと思います。 

すぐそこまで見える場所までしかいかない遊漁船をそれと同じくする考え

方はおかしいと感じます。  

 

皆様、貴重なご意見ありがとうございました。皆さんからいただいた意見は

水産林務部へ共有しますし、私どもの方でも一歩でも先に進めることがあ



れば努力して参りたいと思います。本日の海面利用協議会は終了させてい

ただきます。皆様、ありがとうございました。  

 

  

                                                                        【終 了】 


